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222　 酵素およ び酵素工 学

　 　 　 ア ク リ ル 樹 脂 に よ る 固 定 化 酵 素 膜 と 酸 素電 極 を 組 み 合 わ せ た グ ル コ ー ス ヒ ン
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1 ） 目 的 　酵 素 を 多 孔 質 膜 材 中 に 固 定 化 し、 電 気 的 な デ バ イ ス と 組 み 合 わ せ た い わ ゆ る パ

イ ォ セ 7 サ ーに っ い て は 多 く の 報 告 が あ り醸 造 工 程 へ の 使 用 も期 待 され た。　し か し． バ イ

オ セ ン サーは グ ル コ ー ス セ ン サ ーが 医 学 闃 係 を 中 心 に 使 用 さ れ て い る 程 度 で 醸 造 工 程 で は

広 く 用 い ちれ る 状 況 に は な い。 そ の 原 因 と し て は 市 販 され て い る 酵 素 膜 は 酵 素 活 性 維 持 期

澗 が 燈 い 上 に 高 揃 で あ る こ と、 固 定 化 酵 素 膜 作 製 に は 高 度 の 技 術 を 要 す る こ と 等 が 上 げ ら

れ る 。 醸 造 工 程 の 管 理 に バ イ オ セ ン サ ーは 有 効 で あ る と 考 え ち れ た の で 、 低 コ ス ト で 安 定

し た パ イオ セ ン サ
ー

用 固 定 化 酵 素 膜 の 製 造 方 法 の 確 立 を 目 的 と し た．

2 》方 法 　蒸 留 水 に Gulcose 　 exidase を 溶 郷 し、　こ れ に 市 飯 の 水 系 合 成 樹 脂 エ マ ル ジ ョ ン

塗 料 を 加 え て 混 合 し た 後、 ガ ラ ス 板 上 に 簿 く広 げ た、 室 温 で 1〜 2h 風 乾 後、 ガ ラ ス 板 か ら

調 し、 冷 凍 庫 に 保 管 し た． 耐 久性 試 験 用は 樹 脂 膜 を IXGlutaraldehyderk 溶 taで 処 理 した。

こ の 固定 化酵 素 膜 とポ ーラ ロ 武 酸 素 瀑 度 計 及 び 透 析 膜 を組 み 合 わ せ て 竃 極 を媾 成 し、 30
’C、

pH6 ．8，0．05〜 0。IM リ ン 酸 緩 衝 液 9．9■ 1に O．　 1〜 10X（v ／v ｝グ ル コ
ー

ス 水 溶 液 0．lnl を 添 加 し た 。

3 ）縞 果 　ア ク リ ル 樹 脂 で 酵 素 を 固 定 し た 膜 を 電 極 の 上 に 重 ね た だ け で も グ ル コ
ー

ス を検

出 す る こ と が で き た が 酵 素 活 性 の 低 下 が 箸 し か っ たgGlutaraldehyde で 処 理 し、 透 析 膜 と

重 ね て 用 い る こ と に よ りか な り改 薯 され た。 厚 さ 90〜 12μ 臘 の．固 定 化 酵素 膜 を 試 作 し て グ

ル コ ー ス に よ る 膳 笞 を 測 定 し た と こ ろ、　膜 の 厚 さ は 薄 い ほ ど 応 答 は 早 く直 線 性 は よ か っ た。

電 極 に お け る 酸 累 濃 度 が 約 1pp 潮 鎌 上 範 囲 で 酸 素 と グ ル コ ー ス 消 費 量 と の 閥 に 直 纏 性 が 認 め

ら れ た 。 酵 案 剤 の 浪 和 量 は 多 い ほ ど 感 度 は 高 か っ た が、 膜 の 強 度 は 断下 し た。
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ア ク リ ル 樹 脂

一セ ル ロ ー ス 固 定 化酵 素複 合 膜 と馘 素 電 極 を 組 み 合 わ せた グ ル

コ
ー

ス セ ン サ ー の 特 性

（醸 試 ） O 佐 無 田 隆、　神 渡　 巧、　太 田 剛 雄、　大 場 僕 輝

1 ） 目 的 　ア ク リ ル 樹 脂 に よ る Glucose 　 oxidase 固 定 化 膜 を 用 い た グ ル コ ース セ ン サ ーは

ア ク リ ル 樹 胎 膜 が 薄 い ほ ど 応 答 は 早 く、 直 線 性 は よ い
tl

が、 10μ 圏 以下 の 薄 い 膜 は 製 造 及

び 取 扱 い が 困 難 で あ る、 透 析 膜 の 片 側 に ア ク リ ル ．樹 脂 に よ り酵 累 を 固 定 化 し 複 合 膜 と す る

と 容 易 に 薄 い 固 定 化 酵 素 貘 と す る こ と が で

「
き る の で そ の 特 性 を 検 討 した。

2 ） 方 法 　前 報 D と 同 様 蒸 留 水 に Glilcese　 oxidase を 溶 解 し、 こ れ に 水 系 合 成 樹 脂 エ マ ル

ジ ョ ン 塗 料 を 加 え て 混 合 し、　透 析 膜　く膜 厚 i5μ a ＞t： 縛 く塗 り、　蜜 温 で 60 分
’
風 乾、　さ ら に 耐

久 性 試 験 用 は IXGIutaraldehyde 水 溶 液 で 処 理 、 水 洗 ・風 乾 後、 冷 凍 庫 に 保 管 した し た 。 ア

ク リ ル 樹 脂 を 塗 っ た 部 分 の 厚 さ は 19〜25 μ 隅 で あ り ア ク リ ル 樹 脂 の 厚 さ は 4〜 1D μ m と 推 察

され た． 容 積 2● 1 の セ ル を 用 い 回 分 式 及 び 流 通 式 に よ り グ ル コ ー ス に よ る 応 答 を 測 定 し た。

3 ） 結 果 　30
’
c‘こ お い て 回 分 法 に よ り 2ml の セ ル に 10x 〈v ／v ）グ ル コ

ー
ス 水 溶 液 10μ 1 を添

加 し た 場 合、 電 圧 減 少値 の 定 常 値 の gext： 達 す る 時 間 は、　応 答 を 開 始 し て か ち 約 　10S で あ

っ た が、 再 現 性 が よ く な か っ た． 流 通 式 （禝 衝 液 流 量 5tal／rein ） に よ り、 セ ル の 入 口 に 同

量 の グ ル コ ー ス 水 溶 液 を 注 入 し た 場 合、 応 答 鬪始 約 2es 後 に 最 大 値 と な る ピ ーク を 得、 再

現 性 は よ か っ た。 ア ク リ ル 樹 脂 で 固 定 し た だ け で は 酵 素 の 活 性 低 下 が 著 し く、 30’Cに お い

て 24h 後 に は 測 定 開 始 直 後 の 68％ ま で 低 下 し た。 20 ’C に お い て は や や 安 定 で あ っ た が 24h

後 に は 初 期 活 性 の 91 ％ に 低 下 し た。　IXGiutaraldehyde で 処 理 した 場 合、 酵 素 活 性 は 安 定 化

し 6 日 間 経 過 後 に お い て も 初 期 の 活 性 を ほ ぼ leOX 保 持 し て お り 実 用 に 耐 え る と 推 察 され た。
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